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①
「
尾
瀬
の
管
理
の
あ
り
方
」
２ 

山
川
陽
一
（
テ
ー
マ
リ
ー
ダ
ー
） 

穂
苅
康
治
（
信
濃
支
部
）、
椎
名
宏
子
（
尾
瀬
自
然

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
飯
田
晴
康
（
緑
友
会
）、

加
納
巌
（
首
都
圏
）、
腰
塚
昭
温
（
つ
く
ば
市
）、

斉
藤
長
作（
群
馬
岳
連
）、鈴
木
美
代（
千
葉
支
部
）、

沼
田
満
喜
子
（
東
海
支
部
）、
南
川
睦
夫
（
東
海
支

部
）、
山
田
信
明
（
富
山
支
部
）、
宮
本
良
之
（
四

国
支
部
）、
富
澤
胡
桃
（
尾
瀬
高
校
生
徒
） 

 

管
理
と
は
・
・
・「
望
ま
し
い
と
思
う
形
に
収
め
る

こ
と
」 

尾
瀬
の
管
理
と
は
・
・
・「
尾
瀬
の
自
然
を
こ
わ
さ

な
い
よ
う
維
持
す
る
こ
と
」 

尾
瀬
の
自
然
を
こ
わ
し
て
い
る
最
大
要
因
は
何

か
・
・
・「
人
間
」 

究
極
の
管
理
は
・
・
・「
人
が
入
ら
な
い
こ
と
」 

そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
、
自
然
と
ひ
と
が
共
存

す
る
手
段
と
し
て
“
管
理
”
が
必
要
に
な
る
。
今

ま
で
、
東
電
が
一
定
の
お
金
と
人
を
投
入
し
て
管

理
の
か
な
り
の
部
分
を
担
っ
て
き
た
が
、
福
島
第

一
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
そ
れ
が
難
し
い
状
況

に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
東
電
か
ら
毎
年
２
億
円
が

尾
瀬
の
管
理
に
投
入
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
１

億
円
、
来
年
以
降
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
現
実
を
踏
ま
え
、
今
後
の
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
自

由
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
。（
発
言
順
） 

 ○ 

大
山

だ
い
せ
ん

の
木
道
は
高
架
に
な
っ
て
い
る
た
め

植
生
へ
の
影
響
が
小
さ
い
。
尾
瀬
の
木
道
も

す
べ
て
高
架
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。 

○ 

50
数
年
前
尾
瀬
に
は
じ
め
て
入
っ
た
と
き

は
、
木
道
な
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
あ
と
登
山

者
が
急
増
し
て
木
道
が
必
要
に
な
っ
た
。
東

電
が
維
持
費
用
を
出
せ
な
い
な
ら
登
山
者

も
管
理
費
用
を
負
担
す
べ
き
だ
と
思
う
。 

○ 
あ
る
べ
き
自
然
と
は
何
か
。
人
間
が
入
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
を
壊
し
て
い
る
。
入
山
制

限
を
考
え
る
べ
き
だ
。 

○ 

入
山
料
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
土
地
も
国
が

買
い
上
げ
て
管
理
し
た
ほ
う
が
い
い
。 

○ 

オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
。 

○ 

乗
鞍
の
岐
阜
県
側
で
は
マ
イ
カ
ー
乗
り
入

れ
禁
止
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
と
併
せ
て
協

力
金
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
大

き
な
入
山
者
の
減
少
を
招
い
た
。
上
高
地
で

も
入
山
料
的
な
協
力
金
を
考
え
る
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
る
が
、
入
山
者
減
に
直
結
す

る
こ
と
が
心
配
だ
。 

○ 

尾
瀬
は
、
尾
瀬
林
業
（
東
電
）
、
県
、
環
境

省
、
尾
瀬
保
護
財
団
の
４
者
で
管
理
し
て
い

る
が
、
こ
の
機
会
に
国
に
一
本
化
し
た
ほ
う

が
い
い
。 

○ 

水
芭
蕉
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
時
期
な
ど

の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
や
土
日
休
日
に
入
山
者

が
集
中
す
る
。
平
準
化
の
方
向
で
入
山
規
制

を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。 

○ 

木
道
も
過
剰
設
置
・
過
剰
整
備
が
目
立
つ
。 

○ 

オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
最
大
の
問
題
。
人
と
自

然
が
調
和
で
き
る
接
点
を
探
す
べ
き
で
あ

る
。 

○ 

一
日
の
入
山
者
の
上
限
を
決
め
る
や
り
方

が
い
い
。 

○ 

利
用
が
集
中
す
る
と
き
は
高
く
、
少
な
い
と

き
は
安
い
傾
斜
料
金
制
で
入
山
料
を
考
え

る
べ
き
。 

○ 

利
用
者
負
担
を
積
極
的
に
考
え
た
ほ
う
が

い
い
。 

○ 

東
電
が
負
担
し
て
い
た
額
を
全
額
利
用
者

が
負
担
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の

額
に
な
り
、
入
山
者
減
を
招
く
。 

○ 

ひ
と
り
当
た
り
１
０
０
０
円
負
担
し
て
も

３
億
円
に
な
る
。
尾
瀬
の
す
ば
ら
し
い
自
然

の
代
金
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
思

え
な
い
。 

■
分
科
会 

 


